


吉野川流域

本川発電所
（高知県吾川郡いの町）
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揚
水
発
電
と
は

　

水
を
高
い
位
置
か
ら
低
い
位
置
へ
流

し
、
そ
の
水
の
力
で
水
車
を
回
す
こ
と

で
発
電
す
る
方
式
を
「
水
力
発
電
」
と

言
い
ま
す
。
水
の
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

電
気
に
変
換
す
る
た
め
、
発
電
時
に
二

酸
化
炭
素
を
出
さ
ず
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

よ
う
す
い

揚
水
発
電
は
、
水
力
発
電
の
一
種
で

す
が
、
水
の
使
い
方
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
特
徴
は
、
発
電
所
を
挟
ん
で

「
う
わ
い
け

上
池
」
と
「

し
た
い
け

下
池
」
の
２
つ
の
ダ
ム

の
水
を
使
う
こ
と
で
す
。
電
気
に
余
裕

の
あ
る
時
間
帯
に
「
下
池
」
か
ら
「
上

池
」
に
水
を
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
、
電

気
が
必
要
な
時
間
帯
に
「
上
池
」
に
く

み
上
げ
た
水
を
「
下
池
」
へ
流
し
て
発

電
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
揚
水
発
電
所
は
、
余

裕
の
あ
る
と
き
の
電
気
を
水
の
位
置
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
貯
め
て
お
く
こ
と

が
で
き
る
、
大
き
な
「
蓄
電
池
」
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
四
国
電
力
㈱
の
協
力
の
も

と
、
吉
野
川
上
流
に
位
置
す
る
揚
水
発

電
所
で
あ
る

ほ
ん
が
わ

本
川
発
電
所
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
、

い
な
む
ら

稲
村
ダ
ム
（
上
池
）
と

お
お
は
し

大
橋
ダ
ム
（
下
池
）
を
管
理
す
る
所
員

の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■揚水発電のイメージ

①
ほんがわ

本川発電所などの運転・保守を⾏っている所員が働く建物。PR館「エネルギープラザ本川」が併設されている。
② 地下300mに位置する発電所。主要設備のほとんどが地下にあることから「緑の中の発電所」とも呼ばれている。
③ ⼟、岩⽯から造られたロックフィルダム。周辺では春には桜、秋には紅葉など四季折々の⾃然が楽しめる。
④ 重⼒式コンクリートダム。戦前のダムでは全国でも最⼤級で、平成14年度に⼟⽊学会選奨⼟⽊遺産に認定された。

揚水時揚水時発電時発電時

③稲村ダム（上池）③稲村ダム（上池）

④大橋ダム（下池）④大橋ダム（下池）

①本川水力センター①本川水力センター

②地下発電所②地下発電所

上池から下池に⽔を流して発電する。 下池の⽔を上池にポンプでくみ上げる。

上池上池

下池下池揚⽔発電所揚⽔発電所

上池上池

下池下池揚⽔発電所揚⽔発電所

稲村ダム 

稲村調整池（上池）稲村調整池（上池）
いなむら

稲叢山
いなむら

稲叢山  

取水口 
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　　   　       高
　  　    　 知
　　　    幹
　　　 線
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本川水力センター
（エネルギープラザ本川）

本川水力センター
（エネルギープラザ本川）

発電所
進入トンネル
発電所
進入トンネル

大橋貯水池（下池）大橋貯水池（下池）

大橋ダム大橋ダム

大橋発電所大橋発電所 導水路導水路

吉野川吉野川

画像提供：四国電力株式会社（本川発電所パンフレットより）　　　※白点線は地下にある設備を示す。画像提供：四国電力株式会社（本川発電所パンフレットより）　　　※白点線は地下にある設備を示す。

①③④（写真提供：四国電力株式会社）
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インタビューインタビュー
四国の暮らしを支えるダム管理四国の暮らしを支えるダム管理

この方に聞きました

四国電力株式会社 高知支店
技術部 本川水力センター

ダム管理所長
あさ だ けん じ

麻田健二さん

高知県佐川町出身。本川水力センターでの勤務は今回で

2度目で通算５年。本川の魅力について、「自然が豊か

で春は桜、秋は紅葉を楽しむことができ、水がきれいな

場所。また、地元の方がとても優しい」と笑顔で話す。

ダムの中でも皇紀2600年※に完成した大橋ダムがお気

に入り。「周りの景観に溶けこみ、昭和初期のアールデ

コ調の美しいデザインなど、眺めるだけで雄大さや歴史

を感じることのできるダム」と語る。

※神武天皇が即位した紀元前660年を元年として明治政

府が定めた日本独自の紀元。大橋ダムに「皇紀二千六

百年竣工」と記された碑がある。

本
川
発
電
所
に
つ
い
て

本
川
発
電
所
に
つ
い
て

ほ
ん
が
わ

本
川
発
電
所
は
昭
和
53
年
に
建
設
工
事

に
着
手
し
、
昭
和
57
年
か
ら
運
転
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

う
わ
い
け

上
池
と
し
て
新
た
に

い
な
む
ら

稲
村

ダ
ム
を
造
り
、

し
た
い
け

下
池
に
は
既
存
の

お
お
は
し

大
橋
ダ

ム
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
出
力
は
61

万
５
千
kW
と
四
国
で
最
大
の
水
力
発
電
所

で
す
。
四
国
に
57
設
備
あ
る
当
社
の
水
力

発
電
所
の
総
出
力
約
115
万
kW
の
う
ち
、
こ

の
本
川
発
電
所
が
そ
の
約
半
分
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

発
電
す
る
と
き
は
、
稲
村
ダ
ム
と
大
橋

ダ
ム
の
高
低
差
約
560
ｍ
を
利
用
し
、
最
大

毎
秒
140
㎥
の
水
（
小
学
校
の
25
ｍ
プ
ー
ル

が
約
３
秒
で
満
タ
ン
に
で
き
る
水
量
）
を

流
し
て
水
車
を
回
し
ま
す
。
ま
た
、
揚
水

す
る
と
き
は
水
車
を
逆
回
転
さ
せ
て
大
橋

ダ
ム
か
ら
稲
村
ダ
ム
に
、
最
大
毎
秒
110
㎥

の
水
を
く
み
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大

量
の
水
を
上
池
と
下
池
の
ダ
ム
に
移
動
さ

せ
る
こ
と
で
、
電
力
需
要
の
増
減
に
対
し

て
必
要
な
と
き
に
、
い
つ
で
も
運
転
で
き

る
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
発
電
停
止
状
態
か
ら
最
速
10
分

程
度
で
最
大
出
力
に
到
達
で
き
る
こ
と

は
、
他
の
発
電
方
式
に
な
い
水
力
発
電
の

特
徴
で
す
。
機
動
性
が
非
常
に
高
く
、
緊

急
時
や
需
給
ひ
っ
迫
時
に
お
け
る
供
給
源

と
な
り
、
四
国
の
電
力
需
給
の
調
整
役
と

し
て
非
常
に
重
要
な
発
電
所
で
す
。
近
年

は
、
太
陽
光
発
電
の
大
量
導
入
に
よ
っ
て

昼
間
の
電
気
に
余
裕
が
で
き
、
揚
水
す
る

こ
と
が
多
く
な
る
な
ど
、
本
川
発
電
所
の

運
転
時
間
は
従
来
の
３
倍
程
度
増
え
て
お

り
、
さ
ら
に
重
要
度
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

稲
村
ダ
ム
と
大
橋
ダ
ム
の
特
徴

稲
村
ダ
ム
と
大
橋
ダ
ム
の
特
徴

　

上
池
の
稲
村
ダ
ム
は
、
四
国
電
力
で
唯

一
の
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
（
土
や
岩
石
を

主
材
料
と
し
て
つ
く
ら
れ
る
ダ
ム
）
で
あ

り
、
ダ
ム
の
高
さ
88
ｍ
と
堤
頂
長
352
ｍ
は

四
国
電
力
の
ダ
ム
の
中
で
最
大
で
す
。
標

高
１
０
０
０
ｍ
以
上
の
高
所
で
の
建
設
で

あ
っ
た
た
め
、
輸
送
条
件
が
極
め
て
悪
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
堤
体
材
料
の
大
部
分
を

現
地
で
調
達
で
き
る
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム

を
採
用
し
ま
し
た
。
稲
村
ダ
ム
に
貯
め
る

水
は
、
大
橋
ダ
ム
か
ら
く
み
上
げ
た
水
の

み
で
、
周
辺
の
谷
か
ら
の
流
入
水
は
ダ
ム

に
は
貯
め
ず
に
水
路
を
通
し
て
河
川
に
戻

し
ま
す
。

　

下
池
の
大
橋
ダ
ム
は
、
昭
和
15
年
に
完

成
し
た
高
さ
73.5
ｍ
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
で
、
そ
の
当
時
と
し
て
は
全
国
で

も
最
大
級
の
ダ
ム
で
し
た
。
周
辺
景
観
と

も
調
和
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
平
成
14
年
度
に
土
木
学
会
か
ら
「
土

木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
て

い
る
歴
史
あ
る
ダ
ム
で
す
。

発
電
に
関
わ
る

発
電
に
関
わ
る

　
　
　
　

　
　
　
　

    

ダ
ム
管
理
の
仕
事

ダ
ム
管
理
の
仕
事

　

本
川
発
電
所
で
発
電
す
る
た
め
に
は
、

大
橋
ダ
ム
に
稲
村
ダ
ム
か
ら
の
水
を
受
け

止
め
ら
れ
る
空
き
容
量
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
橋
ダ
ム
と
稲

村
ダ
ム
で
水
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き

る
状
態
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

事
前
に
需
給
バ
ラ
ン
ス
（
電
気
は
需
要
と

供
給
を
一
致
さ
せ
な
い
と
不
安
定
に
な

る
）
を
調
整
し
て
い
る
部
門
と
連
携
し
、

最
適
な
ダ
ム
水
位
や
発
電
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
ダ
ム
管
理
で
は
、
設
備
に
異
常

が
な
い
か
常
に
監
視
す
る
と
と
も
に
、
ダ

ム
に
入
っ
て
く
る
水
量
や
水
位
の
変
化
を

計
測
・
管
理
し
、
発
電
用
水
の
確
保
や
ダ

ム
放
流
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

雨
が
降
る
場
合
は
、
大
橋
ダ
ム
に
入
っ

て
く
る
水
の
量
を
考
え
、
必
要
な
空
き
容

量
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
通

常
、
ダ
ム
に
流
れ
込
む
水
は
、
水
力
発
電

所
を
使
用
し
て
下
流
の
河
川
に
放
流
し
て

い
ま
す
が
、
大
雨
が
降
っ
た
と
き
に
は
ダ

ム
が
満
水
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ゲ
ー
ト
か

ら
の
放
流
を
行
い
ま
す
。
ダ
ム
放
流
を
行

う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
予
測
雨
量
や
ダ
ム
上

流
の
増
水
状
況
か
ら
判
断
し
、
ダ
ム
に
水

を
貯
め
な
が
ら
、
徐
々
に
水
量
を
増
や
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
放
流
の
１

時
間
前
ま
で
に
町
村
役
場
や
警
察
・
消
防

に
事
前
連
絡
を
行
い
、
河
川
利
用
者
や
住

民
の
方
に
は
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
と
警
報
車
に

よ
る
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
で
周
知
を
行
い
ま

す
。

　

近
年
は
気
候
変
動
の
影
響
で
局
地
的
な

大
雨
が
頻
発
す
る
な
ど
、
予
測
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
ダ
ム
放
流
に
対
し
て

も
、
よ
り
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
更
に
安
全
な
ダ
ム
の
管
理

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■編集者より

左の写真は地下発電所

に行くための進入トン

ネ ル 。 そ の 長 さ は 約

900mもあり、車2台

がすれ違うことができ

る幅がある。

発電所に向かう道のり

は、秘密基地へと通じ

て い る よ う な 雰 囲 気

で、とても高揚した。

■編集者より

本川発電所の施設案

内をする麻田さん。

案内をいただいてい

るところで、本川発

電所1号機が始動し

た。

発電開始の放送が流

れた後、発電機が回

り出し、電車が通過

するような轟音が鳴

り響いた。

四国電力のダムの魅力をもっとお伝えします！
○よんでんダムナビ（アプリ）
ダム巡りをサポートする「よんでん
ダムナビ」の配信を⾏っています。
ダムへの「道案内」や「スタンプラ
リー」機能も搭載しています。四国
電⼒のダムであれば、スタンプに加
えてダムをキャラクター化した「ダ
ムロボ」を獲得できる、多くの⽅に
お楽しみいただけるお出かけツール
となっています。

○DAMovie（ダムービー）
当社ダム紹介サイトのDAMovieでは、稲村ダム、⼤
橋ダムを含め18箇所のダムの四季折々の魅⼒を伝え
る動画を配信しています。ぜひ、ダムの壮⼤さを感
じてみてください。

ダム管理を行う監視室にて本川水力センターのダム管理所の方々。本川水力センターでは、電気保守14名、ダム管理所9名（2交替制の24時間体制
で常時監視を行っている）の計23名が勤務しており、本川発電所を含め、計8発電所を管理しています。

はま だ

濱田
けいすけ

啓介さん
やまなか

山中
ひろみち

弘道さん

副長
もり

森
よしかず

佳一さん

所長
あさ だ

麻田
けん じ

健二さん

かたおか

片岡
こう た

幸太さん

よんでんダムナビ
のダウンロードは

こちら

DAMov ie
のサイトは
こちら



柳瀬ダム(国)柳瀬ダム(国)

新宮ダム(水)新宮ダム(水)

銅山川疎水銅山川疎水

瀬戸内海

分
水

銅山川
銅山川

瀬戸内側瀬戸内側1855年（安政2年）
分水計画
1855年（安政2年）
分水計画

2001年（平成13年）
富郷ダム・影井堰完成
2001年（平成13年）
富郷ダム・影井堰完成

柳瀬ダム柳瀬ダム

1975年（昭和50年）
新宮ダム完成
1975年（昭和50年）
新宮ダム完成

およそ100年

分水トンネル分水トンネル

1954年（昭和29年）
柳瀬ダム完成
1954年（昭和29年）
柳瀬ダム完成

銅山川の水
が引けたら
いいのに…

銅山川疎水取水口

●

瀬戸内海瀬戸内海

５6

法皇法皇⼭脈⼭脈⼭脈越し越ししののの
  四四国四国中央中央中央市市市
　

法皇⼭脈越しの
  四国中央市
　　

⾦砂湖
　　

銅⼭川ダム群銅⼭川ダム群
の歴史

と か わ そ す い

戸川疎水公園は、銅山川の疎水が実現
したことを記念して作られた公園です。
　疎水神社では、毎年春に、銅山川の恵み
と疎水事業を行った先人たちに感謝する
「疎水感謝祭」が行われています。
また、四国八十八カ所65番札所三角寺

への遍路道沿いにあり、市民の憩いの地と
なっています。

疎水にまつわる四国中央市の名所をご紹介！

・四国の瀬⼾内側は古くより⽔不
⾜が多発。

・江⼾時代末期、本格的に分⽔が
考えられ始め、庄屋たちからの
要望を受けた代官が分⽔の計画
を指⽰。

・昭和初期、分⽔実現に向けた
柳瀬ダム計画。

・愛媛県と徳島県で取り決めが
結ばれ、昭和20年代の戦後に
なって⼯事開始。

・柳瀬ダムが完成し、
「愛媛分⽔」開始。

・戦後復興と四国の発展のため
に新宮ダムを建設。

 「愛媛分⽔」を強化。

・富郷ダムを建設し、地域の
暮らしはさらに豊かに。

●

ＱＲコードを読み取ると Google

マップで場所を表示します

四国四国

瀬戸内海瀬戸内海

国中央市市のの名名所所ををごご紹紹介介！！中央市市 名所中 市 所 介！中 市 所国中央市市のの名名所所ををごご紹紹介介！！

海海   現在の四国中央市にあたる
う ま

宇摩地域は、昔から干ばつに

悩まされており、背後にそびえる
ほうおう

法皇山脈を隔てた向こ

うで
とうとう

滔々と流れる銅山川から水を引く分水計画は地域が

願い続けた夢でした。安政時代の構想から100年以上の

歳月を費やし、人々の努力と協力を経て昭和29年、
やな せ

柳瀬

ダム完成とともに実現した「愛媛分水」は、
しんぐう

新宮ダム、
とみさと

富郷ダムの建設と共に徐々に強化され、現在もかつての

宇摩地域であった四国中央市を支え続けています。

宇摩地域の念願　銅山川疎水

製紙業が盛んな
四国中央市の

遠景は見応えあり

神社は戸川疎水公園内
にあります

同じ場所から２つの
景色が望めます

翠波峰展望台翠波峰展望台

翠波峰

西峰展望台

翠波峰

西峰展望台

具定展望台具定展望台

戸川疎水公園《疎水神社》戸川疎水公園《疎水神社》

すい は

翠波峰広場から２分程度で南側は柳瀬ダム
きんしゃ こ

金砂湖、北側は法皇山脈とその奥
に見える四国中央市の町並みを望むことができる知る人ぞ知る穴場スポット。
展望台のほぼ真下を金砂湖から四国中央市に導水する管路が通っています。
次のお休みに展望台を訪れて、銅山川とその恵みを受けて発展した四国中央

市に思いをはせて見てはいかがでしょうか？

柳瀬ダム・銅山川疎水取水口柳瀬ダム・銅山川疎水取水口
●

●
●
具定展望台具定展望台

●

Googleマップ
Googleマップ

Googleマップ

戸川疎水公園（疎水神社）戸川疎水公園（疎水神社）

銅山川疎水導水路銅山川疎水導水路



チップ配布状況

チップ加工作業

流木の陸揚げ作業

ロープ等で流木を囲み、
陸揚げ場まで移動します



チップ配布状況チップ配布状況

チップ加工作業チップ加工作業

流木の陸揚げ作業流木の陸揚げ作業

ロープ等で流木を囲み、
陸揚げ場まで移動します
ロープ等で流木を囲み、
陸揚げ場まで移動します





１.５つの駅、いずれかの施設の受付で
　 スタンプカードをもらってね。
２. 施設内にあるスタンプ台を探してカードに
　 スタンプを押そう。
　　（受付で聞くとすぐに見つかるよ！）
３. スタンプが５つ揃ったら、受付で特典カード
　と交換してね。
　　（５つの駅どこでも交換できるよ！）

村の駅 森の駅 道の駅

川の駅湖の駅

繰り返し
出来るよ！



●ご応募いただいた写真は川活広報誌で使用させていただきます。
●表紙及び掲載予定のものについて、内容が変更になる場合があります。
●表紙用写真について、次回以降に表紙以外のページで使用する場合があります。
●応募作品は返却しないものとします。

宛先：skr-toukaa60@mlit.go.jp
応募方法：デジカメデータ（JPEG、TIFF）をメー
ルにて提出して下さい。メールには、写真タイト
ル、撮影場所、撮影日、氏名（ペンネームでも可）、
お住まいの都道府県を記載して下さい。




